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江
戸
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
は
従
来
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
さ
れ
て
き
た
。
特
に
近
年
で
は
、
都
市
機
能
、
観
光
地
、
景
観
・
環
境
な
ど
の
新
し
い
視
点
か
ら
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
本
書
も
そ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
出
色
な
点
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
ま
で
の
江
戸
・
東
京
を
通
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
は
、
学
問
の
細
分
化
に
伴
い
Ｉ
日
本
史
学
に
限
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
Ｉ
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
み
取
り
扱
う
、
所
謂
蛸
壷
型
研
究
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
山
本
氏
が
比
較
的
長
い
ス
パ
ン
で
「
観
光
」
と
い
う
視
点
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
駆
的
、
雌
び
に
基
礎
的
研
究
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
著
者
に
つ
い
て
紹
介
を
し
た
い
。
山
本
光
正
氏
は
一
九
Ⅲ
四
年
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
六
九
年
に
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
ｕ
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
。
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
並
び
に
総
合
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
の
職
に
就
か
れ
て
い
る
。
専
攻
は
日
本
近
世
史
である。
次
に
本
書
の
目
次
を
示
し
た
い
。
は
じ
め
に
山
本
光
正
箸
『江戸見物と東京観光」
〈書評と紹介〉
法
政
史
学
第
六
十
七
号
新
藤
透
第
一
部
江
戸
見
物
第
一
章
江
戸
の
名
所
と
行
楽
「
江
戸
名
所
の
成
立
二
、
江
戸
の
名
所
・
行
楽
地
三
、
旅
人
の
た
め
の
江
戸
案
内
第
二
章
旅
Ⅱ
記
に
見
る
江
戸
見
物
一
、
江
戸
時
代
の
旅
二
、
旅
日
記
三
、
旅
日
記
に
見
る
江
戸
見
物
四
、
ま
と
め
第
二
部
観
光
地
と
し
て
の
東
京
第
三
章
案
内
書
の
刊
行
と
東
京
観
光
一
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
二
、
大
区
小
区
制
の
廃
止
ま
で
三
、
郡
区
町
村
制
と
東
京
案
内
川
、
博
覧
会
と
東
京
観
光
第
Ⅲ
章
滞
在
型
の
東
京
観
光
「
渋
川
玄
耳
著
「
東
京
見
物
」
二
、
滞
在
型
東
京
観
光
の
背
景
第
五
章
東
京
市
民
の
行
楽
一
、
東
京
人
の
た
め
の
東
京
案
内
書
二
、
田
山
花
袋
と
東
京
近
郊
第
六
章
そ
れ
か
ら
の
東
京
「
変
貌
を
続
け
る
東
京
四
一Ｌ、
′、
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二
、
戦
後
の
東
京
あ
と
が
き
第
一
部
の
「
江
戸
見
物
」
で
は
、
明
和
八
年
（
’
七
七
一
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
ま
で
に
記
さ
れ
た
十
二
種
の
旅
日
記
を
使
い
「
江
戸
見
物
」
の
様
子
を
紹
介
し
、
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
旅
日
記
は
、
東
北
、
北
関
東
に
階
住
す
る
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
．
こ
の
地
域
の
人
々
は
在
所
を
川
発
す
る
と
ま
ず
江
戸
を
Ⅱ
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
途
次
、
日
光
や
鹿
島
神
宮
、
あ
る
い
は
成
田
山
新
勝
寺
な
ど
を
巡
っ
て
江
戸
に
入
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
江
戸
を
発
つ
と
久
能
山
、
名
古
屋
を
見
て
回
り
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
。
帰
途
は
京
・
大
坂
か
ら
中
山
道
を
通
り
、
善
光
寺
な
ど
を
巡
り
在
所
に
戻
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
旅
は
Ⅱ
的
地
を
一
箇
所
に
絞
り
、
そ
れ
を
Ｕ
指
す
と
い
う
単
線
的
な
方
式
で
は
な
く
、
数
ヶ
所
を
遊
覧
し
て
め
ぐ
り
歩
く
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
Ｑ
伊
勢
参
拝
の
途
次
に
江
戸
に
立
ち
寄
っ
た
と
は
い
え
、
旅
人
た
ち
は
数
週
間
江
戸
に
長
期
滞
在
を
し
て
見
物
し
て
お
り
、
殆
ど
が
案
内
人
を
雇
っ
て
い
る
。
有
塙
社
寺
や
江
戸
の
著
名
な
行
楽
地
な
ど
を
旅
人
達
は
訪
れ
て
お
り
、
一
通
り
の
観
光
コ
ー
ス
を
案
内
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
見
物
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
有
名
社
寺
が
中
心
で
あ
る
が
、
例
え
ば
浅
草
寺
で
の
記
述
で
は
、
寺
社
の
こ
と
よ
り
も
仲
見
世
の
様
子
や
見
せ
物
小
屋
な
ど
の
描
写
が
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
原
に
も
多
く
の
旅
人
が
足
を
運
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
寺
社
参
詣
と
は
い
え
、
宗
教
心
か
ら
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
歓
楽
街
に
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
旅
人
達
は
、
繁
華
街
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
城
や
大
名
小
路
と
呼
書
評
と
紹
介
ば
れ
る
大
名
屋
敷
も
見
学
し
て
い
る
。
大
名
の
江
戸
城
登
城
の
様
子
も
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
か
け
て
行
き
、
「
幕
府
権
力
の
威
厳
と
美
々
し
き
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
わ
け
で
あ
る
」
二
○
九
～
二
○
頁
）
。
第
二
部
で
は
明
治
以
降
の
「
東
京
観
光
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
東
京
の
観
光
案
内
書
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
観
光
案
内
書
は
第
一
部
で
扱
っ
た
個
人
の
旅
Ⅲ
記
と
異
な
り
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
山
本
氏
は
公
刊
さ
れ
た
案
内
書
を
用
い
た
点
に
つ
い
て
、
「
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
史
料
所
蔵
者
が
江
戸
時
代
の
古
文
書
は
公
開
し
て
く
れ
て
も
、
明
治
以
降
特
に
私
的
な
も
の
と
な
る
と
公
開
に
洲
極
的
に
な
る
た
め
で
あ
る
」
二
一
七
～
一
一
八
頁
）
と
断
っ
て
い
る
。
観
光
案
内
書
は
、
純
粋
に
観
光
の
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
明
治
期
に
薩
長
土
肥
出
身
者
が
東
京
に
大
挙
し
て
移
住
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
新
規
移
住
者
向
け
の
案
内
書
も
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治二二年（一八八九）の東海道線全通、翌二一一一年（一八九○）の
第一一一Ｍ内国勧業博覧会開催が契機となり、江戸期のように見物者
は
東
北
、
北
関
東
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
状
態
は
解
消
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
東
海
道
線
の
全
通
は
近
畿
地
方
か
ら
の
観
光
客
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
三
○
年
代
に
は
い
る
と
、
こ
れ
ら
観
光
案
内
書
に
一
つ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
今
ま
で
の
も
の
は
、
地
方
か
ら
の
上
京
者
向
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
京
在
住
者
向
け
の
案
内
書
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
主
に
地
方
出
身
者
が
旧
来
の
江
戸
的
な
も
の
を
基
盤
と
し
た
遊
び
の
場
・
行
楽
地
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
強
く
求
め
だ
し
た
か
ら
だ
と
山
本
氏
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。四七
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江
戸
か
ら
東
京
へ
と
移
り
変
わ
り
、
行
楽
地
も
変
化
し
た
。
江
戸
期
は
上
野
か
ら
隅
田
川
、
江
戸
湾
に
向
か
う
地
域
に
存
在
し
て
い
た
が
、
明
治
以
降
は
薩
長
土
肥
ら
の
地
方
出
身
者
が
流
入
し
て
く
る
に
従
い
、
東
京
の
西
部
地
域
が
開
拓
さ
れ
て
く
る
。
関
東
大
震
災
以
後
は
中
央
線
沿
線
へ
と
拡
大
し
、
戦
後
は
お
合
場
な
ど
の
湾
岸
地
域
へ
と
、
行
楽
地
は
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
京
は
常
に
変
貌
し
、
膨
張
し
続
け
、
新
し
い
行
楽
地
が
生
ま
れ
続
け
て
い
る
。
来
京
は
「
い
つ
も
」
新
し
く
、
ｍ
白
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
観
光
に
来
る
人
々
は
そ
れ
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
本
氏
は
最
後
に
こ
れ
ら
地
方
か
ら
の
観
光
客
は
「
東
京
に
最
先
端
の
夢
を
見
に
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
一
二
九
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。
山
本
氏
は
「
叩
き
台
」
（
二
二
○
頁
）
と
本
書
の
執
筆
意
図
を
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
江
戸
見
物
」
・
「
東
京
観
光
」
を
一
冊
の
書
物
で
通
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
個
別
具
体
的
な
研
究
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
の
日
本
近
肚
史
研
究
は
、
史
料
が
豊
富
に
存
在
す
る
と
い
う
「
現
状
」
が
逆
に
短
所
と
な
り
、
詳
細
な
個
別
実
証
研
究
は
発
展
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
纏
め
る
総
合
的
な
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。
そ
の
点
山
本
氏
が
、
Ⅱ
本
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
「
観
光
史
」
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の
研
究
を
公
刊
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変影響が強いと推察される。
「
観
光
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
Ｈ
本
近
世
史
の
テ
ー
マ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
観
光
を
専
門
に
研
究
す
る
観
光
学
は
、
ロ
ー
マ
大
学
教
授
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
が
一
九
二
七
～
二
八
年
に
か
け
て「観光経済学」を著したのに始まる。わが国の本格的な研究は、
一
九
五
○
年
に
出
版
さ
れ
た
田
中
喜
一
の
「
観
光
事
業
論
」
で
あ
る
。
こ
の
法
政
史
学
第
六
十
七
号
とうに、観光学の研究は、五○年の蓄積がある。
本書において山本氏は、近世を「江戸見物」、近代を「東京観光」
と
言
葉
を
分
け
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
区
分
の
仕
方
に
つ
い
て
特
に
根
拠
を
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
観
光
の
語
源
は
中
国
の
周
の
時
代
に
著
さ
れ
た
「
周
易
」
に
求
め
ら
れ
る
。
わ
が
国
で
は
一
九
二
○
年
こ
ろ
か
ら
一
般
的
に
使
用
さ
れ
始
め
て
き
た
が
、
当
初
は
国
際
観
光
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
国
内
観
光
は「痩遊」、「遊覧」と呼ばれていた。そもそも観光という言葉に
は
脚
の
光
を
他
国
に
知
ら
し
め
る
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
観
光
学
に
よ
る
と
、
観
光
の
形
態
は
①
刷
遊
型
、
②
目
的
型
、
③
滞
在
型
に
分
類
さ
れ
る
。
①
は
移
動
型
の
観
光
で
「
見
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
②
は
レ
ジ
ャ
ー
型
の
観
光
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
「
行
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
③
は
保
養
型
の
観
光
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
に
「
い
る
」
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
本
書
第
二
部
第
Ⅶ
章
で
山
本
氏
は
「
滞
在
型
」
の
東
京
観
光
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
は
一
週
間
程
度
東
京
に
滞
在
し
て
、
そ
の
問
名
所
を
観
光
す
る
、
と
い
う
も
の
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
上
記
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
と
③
の
滞
在
型
観
光
の
事
例
で
は
な
く
、
①
の
周
遊
剛
観
光
の
区
分
に
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
観
光
学
に
も
歴
史
的
な
研
究
を
行
う
「
観
光
史
」
の
分
野
が
存
在
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
特
に
ふ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
史
学
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
観
光
学
の
研
究
も
積
極
的
に
摂
取
し
、
ま
た
観
光
学
の
研
究
者
と
も
交
流
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
歴
史
学
昔
今
井
登
志
喜
は
「
歴
史
学
の
如
き
広
汎
な
範
囲
に
関
係
す
る
性
質
の
学
問
に
あ
っ
て
は
、
｜
切
の
科
学
か
ら
な
ん
ら
か
の
寄
与
を
期
待
し
得
る
可
能
性
を
も
つ
と
い
え
る
の
で
あ
る
」
（
「
歴
史
學
研
究
法
」
東
京
大
学
出
版
会
一
九
五
三
年
四
八
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日本近世史として「観光」が新しいタームである今日、基礎的
な問題と
し
て
用
語
の
意
味
、
あ
る
い
は
使
用
法
の
叩
き
台
を
打
ち
出して
おくことが求められているだろう。その際直接的な先行研究とは
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
観
光
学
の
蓄
積
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
も
現
時
点
で
は
必
用
な
作
業
か
と
思
わ
れ
る
。
〔二○○五年二月刊一一二○頁二、一一一○○円十税臨川書店〕
四
月
一
二
頁
）
た
指
摘
で
あ
る
。
書
評
と
紹
介
と
喝
破
し
て
い
る
が
、
正
に
歴
史
学
の
本
質
を
鋭
く
突
い
四
九
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